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プラズマ活性化培養液(plasma activated medium: PAM)を用いたがん治療法は、がん細胞のみにア

ポトーシスを誘導する、いわゆる選択的不活化効果を持つということが発表され、注目されてい

る 1)。これは、がん細胞が正常細胞より活発に糖を代謝し、その際多くの酸素を吸収することに起

因しており、そのため、プラズマ照射された培養液中の酸素ラジカル（または酸素化合物ラジカ

ル）が重要な役割を果たしていると考えられる。 

そこで本研究では、①He-O2混合プラズマを使うと共に、②プラズマ照射中の雰囲気に酸素を導

入することにより PAM を作成し、皮膚正常細胞(HaCaT)と皮膚がん細胞(A375)に添加して生存率

の差を調べ、がん細胞の選択的不活化効果の有無を検証した。 

Fig. 1 に本研究で使用した He-O2混合プラズマ照射装置の概念図を示す。8 本のガラス管に He-

O2混合ガスを流し、簡易型グローブボックス内の酸素分圧を制御しながら培養液へのプラズマ照

射を行った。そして、細胞生存率 S のプラズマ照射時間 t依存性に指数関数𝑆 = 𝑒−𝑡 𝜏⁄ を最小二乗

フィットさせることによって時定数𝜏を求めた。Fig. 2 は、正常細胞 HaCaTとがん細胞 A375の時

定数𝜏の比 Rを縦軸にとったときの、雰囲気酸素濃度と混合酸素流量の関係を表している。この縦

軸 Rは、作成した PAM が正常細胞に比べてがん細胞に対し何倍の不活化効果を持つかを表す「が

ん細胞不活化増強比」と考えることができる。この結果から、雰囲気酸素濃度が 30%、混合酸素

流量が 0.10L/min のときにがん細胞を正常細胞の約 8 倍不活化できることが分かった。 
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Fig. 1 Overview of the plasma irradiation 

system. 

Fig. 2 Time constant ratio (R) as functions of oxygen 

concentration of atmosphere and oxygen flow rate. 
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